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特定非営利活動法人　東日本大震災こども未来基金
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特定非営利活動法人東日本大震災こども未来基金の第3回通常総会が６月２１日（土）午後、仙台市青葉区のＴＫＰ仙台西口ビジネスセンター会議室で開かれ、平成２５年度決算報告、平成２６年度事業計画などを承認しました。
総会時の会員数は５０人で、総会には４０人が出席（うち理事長への委任状２７人）しました。総会では、長岡昇理事が議長に選ばれ、高成田享理事長から第1号議案（平成２５年度事業報告）、第2号議案（平成２５年度決算報告）について説明があったのち、矢川昌宏監事から、「平成２６年度の事業報告書及び決算報告書は業務執行の状況、経営の状況及び同日現在の財産の状況を適正に表示している」との報告がなされました。これを受けての質疑では意見はなく、第1号議案と第2号議案を一括採決した結果、満場一致で承認されました。
次に、第3号議案（平成２６年度事業計画）と第4号議案（平成２６年度予算）についても、高成田理事長から説明があり、質疑では意見はなく、第3号議案と第4号議案を一括採決した結果、両議案とも満場一致で承認されました。
最後にその他議題に入り、今後の当法人のあり方、被災地の子どもたちの状況などについて、活発な論議がありました。その結果、今後の寄付状況をみて、来年度以降のどこかの時点で第３回の募集をかけ、それまで未就学のため応募対象となっていなかった震災孤児・遺児に学資支援金を支給すること、また、震災孤児・遺児の就学が平成２９年度でほぼ終わることから、それまでのどこかの時点で寄付を打ち切り、法人としては支援する子どもたちが高校を卒業するまで学資支援金の支給などの支援活動を継続すること、などの意見が出されました。高成田理事長は議論の最後で、「来年の第4回総会で、さらに具体的な方向を示したい」と述べました。
総会後、会場を宮城県石巻市内のレストランに移し、懇親会を開き、会員間の議論や親交を深めました。翌２２日（日）には、宮城県在住の高成田理事長、山城秋美会員らの案内で、石巻市や女川町の被災地、石巻市立大川小学校の跡地などを見学、同日午後、解散しました。
第1号議案（平成２５年度事業報告）
第2号議案（平成２５年度決算報告）
第3号議案（平成２６年度事業計画）
第4号議案（平成２６年度予算）
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